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３
月
４
日
か
ら
、
平
成　

年
第
１
回

２５

那
珂
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
海

野
市
長
が
平
成　

年
度
の
施
政
方
針
を

２５

表
明
し
ま
し
た
。
以
下
、
施
政
方
針
の

内
容（
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
別
掲
）

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
那
珂
市
一
般
会
計
を
は
じ

２５

め
、
各
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計

の
当
初
予
算
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に

当
た
り
、
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
新
年

度
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
概
要
を
申
し

上
げ
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
平
成　

年
２
月
に
市
長
に

２３

就
任
し
て
か
ら
３
年
目
に
入
り
、
任
期
の

折
り
返
し
点
を
過
ぎ
ま
し
た
。
那
珂
市
の

か
じ
取
り
を
託
さ
れ
て
以
来
、
私
が
提
唱

し
て
お
り
ま
す
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま

ち
」、「
未
来
に
夢
が
も
て
る
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
事
業
を
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
我
が
国
で
は
、
加
速
す
る
少
子

高
齢
化
や
地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
破

壊
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
長
引
く
デ
フ
レ
不
況
、
東
日

本
大
震
災
や
欧
州
政
府
債
務
危
機
の
影
響

な
ど
、
経
済
環
境
は
、
本
市
の
地
域
経
済

の
足
取
り
を
も
重
く
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
昨
年
は
衆
議
院
解
散
に
よ
る

総
選
挙
が
あ
り
、
民
主
党
か
ら
自
民
党
へ

と
政
権
が
交
代
し
、
時
代
の
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
安
倍
新
政
権
に

よ
る
積
極
的
な
経
済
政
策
に
よ
り
、
安
定

的
な
政
局
運
営
が
行
わ
れ
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
第
一
次
那
珂
市
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
が
平
成　

年
度
に
元
年

２５

を
迎
え
ま
す
。
前
期
基
本
計
画
に
お
け
る

取
り
組
み
の
成
果
や
東
日
本
大
震
災
の
経

験
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
根
底
に
置
き
、
後
期
基
本
計

画
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
「
市
民
と
と

も
に
創
る
豊
か
な
生
活
文
化
都
市
」
に
定

め
、
今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
と

し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。
那
珂
市
の
未
来

を
力
強
く
、
着
実
に
築
き
上
げ
て
い
く
た

め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
、
総
合
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革

大
綱
や
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
に
よ
る
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
何
よ
り
も
強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

優
良
企
業
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
と
税
収
の

確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

私
と
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
迅
速
に
課

題
解
決
に
取
り
組
み
、
よ
り
高
品
質
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
の
皆
様
に
提
供
す
る

こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
市
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
も
、
愛
さ
れ

る
ふ
る
さ
と
那
珂
市
を
創
る
べ
く
、
い
か

な
る
困
難
な
課
題
に
も
挑
戦
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成　

年
度
当
初
予
算
の
概
要

２５

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
那
珂
市
予
算
は
、
歳
入

２５

で
は
、
収
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
の
増

額
、
ま
た
財
源
対
策
の
地
方
債
お
よ
び
普

通
建
設
事
業
に
係
る
地
方
債
の
増
に
伴
い

市
債
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
国

の
地
方
財
政
対
策
に
よ
り
普
通
地
方
交
付

税
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財

政
調
整
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額

し
、
歳
出
で
は
、
扶
助
費
や
繰
出
金
の
増

加
に
加
え
、
高
水
準
で
推
移
す
る
公
債
費

な
ど
、
将
来
的
に
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

見
込
ま
れ
る
中
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出

の
原
則
に
立
ち
つ
つ
も
、
社
会
基
盤
の
整

備
や
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
必
要
と
な

る
事
業
を
中
心
に
、
財
源
の
重
点
的
か
つ

効
率
的
な
配
分
に
努
め
た
予
算
編
成
を
行
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い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
前

年
度
比
８
・
１
％
増
の
１
８
３
億
７
０
０

０
万
円
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
が
前

年
度
比
７
・
５
％
増
の　

億
７
７
０
０
万

５５

円
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
前
年
度
比

　

・
１
％
増
の　

億
８
４
０
０
万
円
、
公

１８

２４

園
墓
地
事
業
特
別
会
計
が
前
年
度
比　

・
１８

２
％
増
の
１
３
０
０
万
円
、
農
業
集
落
排

水
整
備
事
業
特
別
会
計
が
前
年
度
比　

・
１７

０
％
増
の
９
億
４
１
０
０
万
円
、
介
護
保

険
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
が
前
年

度
比　

・
７
％
増
の　

億
２
０
０
０
万

１０

４１

円
、
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
が
前
年
度
比　

・
４
％
減
の

１６

１
億
６
３
０
０
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
が
前
年
度
比
４
・
０
％
増
の
４

億
７
１
０
０
万
円
、
那
珂
地
方
公
平
委
員

会
特
別
会
計
が
平
成　

年
度
に
廃
止
と
な

２４

り
皆
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
収

益
的
収
入
が
前
年
度
比
０
・
１
％
増
の　
１１

億
１
７
８
６
万
４
千
円
、
収
益
的
支
出
が

前
年
度
比
０
・
８
％
減
の　

億
９
８
１
７

１０

万
７
千
円
、
資
本
的
収
入
が
前
年
度
比

　

・
３
％
増
の
９
１
１
２
万
７
千
円
、
資

１１本
的
支
出
が
前
年
度
比　

％
増
の
５
億
８

３１

０
５
２
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
主
要
施
策

の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
、
第
１
次
那
珂
市

総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
体
系
に
沿
っ
て

申
し
上
げ
ま
す
。

 

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
協
働
体
制
の
確
立
に
向
け
、
引

き
続
き
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
自
治

会
お
よ
び
市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ま

ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
進
ん
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る

よ
う
学
習
機
会
の
提
供
や
啓
発
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
、

今
後
も
市
の
話
題
や
情
報
等
を
読
み
や
す

く
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
最
新
の
行
政
情
報

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
の
新
た
な
媒

体
を
活
用
す
る
な
ど
、
便
利
で
わ
か
り
や

す
い
情
報
の
提
供
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

広
聴
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
相

談
室
の
窓
口
を
は
じ
め
、
市
民
ボ
ッ
ク
ス

や
市
民
か
ら
の
提
案
メ
ー
ル
な
ど
に
よ

り
、
広
く
意
見
聴
取
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

と
の
対
話
や
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
平

成　

年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
「
市
長
と
話

２３
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
を
継
続
し
て
実

施
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
市
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
那
珂
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
後

期
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
様
々
な
取
り
組

み
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
時
に
お

い
て
迅
速
か
つ
統
制
さ
れ
た
活
動
が
行
え

る
よ
う
那
珂
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
あ
わ
せ
た
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
井
戸
お
よ

び
防
災
資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
食
糧
や
飲
料
水
な
ど
非
常
用
食
糧
の

備
蓄
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
の
設
立
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
な
ど
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
災
害
時

に
お
け
る
市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

原
子
力
の
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
那
珂
市
地
域
防
災
計
画
原
子
力
災
害

対
策
編
を
見
直
し
、
防
災
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
市
民
に
対
し
て
適
切
な
情
報

提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東

海
第
二
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
問
題
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
、
県
お
よ
び
近
隣
市

町
村
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
議
会
お

よ
び
市
民
の
意
を
尊
重
し
判
断
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
那
珂
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
に

基
づ
き
、
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
住

宅
（
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
着
工
の
木

５６

３１

造
住
宅
）
に
対
し
て
、
補
強
設
計
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
補
助
を

行
い
耐
震
化
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
・

救
急
体
制
の
充
実
強
化
に
向
け
、
西
消
防

署
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
一
般
家
庭
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
防
火
対
象

物
お
よ
び
危
険
物
施
設
の
出
火
危
険
の
排

除
、
な
ら
び
に
被
害
軽
減
の
た
め
の
査

察
・
指
導
に
よ
る
防
火
安
全
指
導
の
徹
底

や
防
火
管
理
者
の
育
成
指
導
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
各
事
業
所
の
防
火
防
災
意
識
の

啓
発
や
消
防
用
設
備
の
維
持
管
理
等
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
等

に
対
し
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に
努
め
、

救
命
率
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

１

安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

２

◆各地区に防災倉庫を設置してい
ます



４

　

消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
１
台
、
ポ
ン
プ
積
載
車
１
台
を

更
新
整
備
し
、
地
域
防
災
力
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
員
の
安
全

対
策
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
団
と
の
強

固
な
連
携
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
自
警
団
）

が
未
設
置
の
地
区
へ
の
設
立
を
引
き
続
き

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
犯
罪

の
な
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
警
察
や
防
犯
協
会

な
ど
と
連
携
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充

実
を
図
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
防
犯

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
心

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
積
極
的
な
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、
相
談
機
能
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
出
前
講
座

の
開
催
に
よ
り
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防

止
を
引
き
続
き
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警

察
等
関
係
機
関
と
の
協
力
に
よ
り
「
交
通

事
故
防
止
運
動
」
を
展
開
し
、
高
齢
者
の

死
亡
事
故
や
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
等
の

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
飲

酒
運
転
や
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
な
ど
の

広
報
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
児

童
・
生
徒
を
重
点
に
交
通
安
全
教
育
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
確
保
に
向

け
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
「
第
２
次

那
珂
市
環
境
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の
た
め
引
き
続
き
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

等
の
協
力
を
得
て
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
、
不
法
投
棄
の
監
視
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
緑
化
の
推
進
に

つ
い
て
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民

や
事
業
者
等
と
協
働
し
て
自
然
環
境
を
適

切
に
保
全
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
道

路
と
し
て
の
利
便
性
の
向
上
と
安
全
な
交

通
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
緊
急
性
と

必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
地
域
の
要
望
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
道
路
の
新
設
や
改

良
、
維
持
補
修
を
重
点
的
に
実
施
し
、
舗

装
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
土
木
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ
一

部
の
未
復
旧
部
が
残
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
も
早
急
に
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

排
水
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

両
宮
排
水
路
の
未
整
備
区
間
菅
谷
飯
田
線

下
流
部
お
よ
び
市
街
化
区
域
内
の
上
宿
大

木
内
線
上
流
部
区
間
を
整
備
実
施
し
、
大

雨
等
に
よ
る
冠
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め

早
期
完
成
を
目
指
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

都
市
計
画
道
路
菅
谷
・
市
毛
線
（
第
３

期
、
延
長
＝
１
４
０
０
ｍ
）
お
よ
び
上
宿
・

大
木
内
線
（
延
長
＝
４
４
０
ｍ
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
常
生
活
の
移
動
手
段
に
不
便
を
き
た
し

て
い
る
地
域
住
民
の
交
通
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
県
や
事
業
者
等
と
連
携
を
図

り
、
水
郡
線
お
よ
び
路
線
バ
ス
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連

携
計
画
に
基
づ
き
、
利
便
性
の
高
い
新
た

な
地
域
交
通
と
し
て
、
自
宅
や
指
定
場
所

か
ら
目
的
地
ま
で
乗
り
合
い
に
よ
り
送
迎

を
行
う
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
向
け
た

実
証
運
行
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
運
行
し
て
き
た
「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導

入
に
よ
り
地
区
コ
ー
ス
は
廃
止
し
ま
す

が
、
市
内
循
環
コ
ー
ス
３
コ
ー
ス
を
２

コ
ー
ス
に
統
合
し
て
運
行
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
市
民
の
身
近
な
足
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下

江
戸
（
Ⅲ
）
地
区
お
よ
び
北
酒
出
（
Ⅰ
）

地
区
の
成
果
の
閲
覧
と
認
証
の
作
業
を
行

う
と
と
も
に
、
下
江
戸
（
Ⅳ
）
地
区
０
・

　

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
北
酒
出

９１（
Ⅱ
）地
区
０
・　

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

６８

長
狭
物
・
一
筆
地
の
調
査
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
、
平
成　

年
度
か
ら
道
路
の
整
備
を

２４

実
施
し
て
お
り
、
下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
同
様
に
都
市
再

生
整
備
計
画
を
変
更
し
、
第
１
期
分
と
し

て
平
成　

年
度
か
ら
都
市
計
画
道
路
下
菅

２５

谷
停
車
場
線
や
街
区
道
路
等
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆消防ポンプ自動車、ポンプ積載車
を更新整備しました

◆デマンド交通の実証運行を開始しました
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上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
菅
谷
駅
舎
改
修
工

事
を
実
施
し
、
事
業
完
成
に
向
け
て
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
事
業
推

進
に
あ
た
っ
て
は
国
の
経
済
対
策
に
よ
る

大
型
補
正
を
活
用
し
、
積
極
的
に
事
業
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全

か
つ
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
る
た
め
、

既
存
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
の
復
旧
整

備
に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
を
行
う
と
と

も
に
、
配
水
管
の
整
備
お
よ
び
老
朽
管
更

新
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
木
崎
浄
水
場
更
新
事
業
用
地
に

つ
き
ま
し
て
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

下
菅
谷
地
区
、
寄
居
地
区
、
額
田
地
区
、

後
台
地
区
お
よ
び
門
部
地
区
の
汚
水
管
布

設
工
事
を
行
い
ま
す
。
第
１
次
整
備
優
先

地
区
の
Ⅱ
期
地
区
の
事
業
認
可
を
取
得

し
、
引
き
続
き
快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環

境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
鴻
巣
地
区
Ⅰ
期
区
域
が
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
の
で
、
鴻
巣
地
区
Ⅱ
期
区
域

に
お
い
て
も
、
早
期
の
農
村
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
管
路
布
設
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
酒
出
地
区
に
つ
き
ま

し
て
は
、
事
業
採
択
に
向
け
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
公
共
下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業
集

落
排
水
整
備
事
業
の
認
可
区
域
以
外
の
区

域
に
お
い
て
、
引
き
続
き
補
助
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら

し
・
要
援
護
者
の
見
守
り
体
制
の
強
化
を

図
り
、
互
い
に
助
け
支
え
合
う
地
域
社
会

の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
保

護
制
度
に
基
づ
く
保
護
費
の
適
正
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
受
給
者
が
自
立
す
る
た

め
の
就
労
支
援
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
高

齢
者
の
自
立
支
援
と
尊
厳
の
保
持
を
基
本

に
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
、
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
市
内
３
圏
域
に
あ
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
市
社
会
福
祉
協
議
会
等
の

関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
介
護

予
防
事
業
の
効
果
的
な
実
施
や
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
、
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な

運
営
な
ど
高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
・
介
護

施
策
に
つ
い
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那

珂
市
障
が
い
者
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
障
が

い
者
が
地
域
に
お
い
て
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
を
目
指
す
と
と
も
に
、
支
援
を
必
要
と

す
る
か
た
に
対
し
、
適
切
な
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

妊
婦
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
健
康
な
子
ど
も
を
安
心
し
て
出
産
で
き

る
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
か

た
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

引
き
続
き
県
補
助
金
に
上
乗
せ
し
て
助
成

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
、
乳
幼
児
期
に
お
け

る
相
談
・
検
診
事
業
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂

市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
に
基

づ
き
、
保
育
所
お
よ
び
学
童
保
育
所
の
整

備
を
進
め
、
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
児
童

相
談
室
で
は
、
引
き
続
き
児
童
虐
待
や
母

子
家
庭
の
自
立
等
に
関
す
る
相
談
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
在
宅
の
乳
幼
児

に
対
す
る
子
育
て
支
援
の
た
め
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ぼ
み
」
の
機
能
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
や
地
域
と
の
交

流
等
、
地
域
で
子
育
て
を
支
援
す
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

内
に
「
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
、
発
達
の
遅
れ
や
そ
の
疑
い
の
あ

る
子
ど
も
に
、
早
期
か
つ
適
切
な
療
育
指

導
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保

護
者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
情
報
提
供

お
よ
び
相
談
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

成
人
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
を
促
す
た
め
に
、
引
き
続
き

特
定
健
康
診
査
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
の

受
診
率
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
未
受

診
者
対
策
を
重
点
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

予
防
接
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
の
勧
奨
を

行
い
、
疾
病
の
蔓
延
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
任
意
接
種
の
お
た
ふ
く

か
ぜ
や
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
の
予
防
ワ
ク
チ

ン
や
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
等
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
接
種
費
用
の
助
成
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

健
や
か
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

３



６

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
性
と

創
造
性
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
標
に
、
児
童
・
生
徒
の
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
と
技
能
の
修
得
に
努
め
る

と
と
も
に
、「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な

心
」、「
健
や
か
な
体
」の
育
成
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
小
・

中
学
校
へ
Ｔ
Ｔ
非
常
勤
講
師
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
、

障
害
児
学
習
指
導
員
等
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
市
独
自
で
中
学
校
２
・
３
年
生
の

　

人
学
級
を
実
施
し
、
き
め
細
か
な
指
導

３５を
よ
り
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た
教
科
・
領
域

研
修
や
特
別
支
援
教
育
研
修
、
生
徒
指
導

研
修
等
を
実
施
し
、
教
員
の
意
識
改
革
お

よ
び
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
指
導
室
を
中
心
と
し
た
い

じ
め
・
体
罰
へ
の
適
切
な
対
応
と
学
校
生

活
へ
の
悩
み
を
持
つ
児
童
・
生
徒
、
更
に

保
護
者
、
教
員
へ
の
教
育
相
談
機
能
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
心
の
教

室
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

に
よ
る
指
導
・
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
小
・
中
学

校
の
適
正
規
模
化
に
つ
い
て
は
、
那
珂
市

小
中
学
校
適
正
規
模
化
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
推
進
学
校
区
の
地
域
の
皆
様
と
協
議

を
進
め
て
お
り
、
早
期
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
教
育
効

果
の
向
上
を
目
指
し
て
、
小
・
中
一
貫
教

育
の
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
児
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

幼
稚
園
教
育
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
や
預
か
り
保
育
、
就
園

奨
励
費
等
の
支
援
を
継
続
し
、
幼
稚
園
教

育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
・

安
心
で
快
適
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
災
害
時
の

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
屋

内
運
動
場
や
校
舎
の
耐
震
補
強
・
大
規
模

改
修
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
意
向
を
反
映
し
た
講
座
の
充
実
や
自
主

事
業
の
積
極
的
な
展
開
な
ど
、
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
の
連
携
を

深
め
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
涯

学
習
の
身
近
な
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
市

民
が
読
書
を
生
活
の
一
部
と
し
て
取
り
入

れ
、
文
化
的
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
読
書
環
境
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
の
連
携

を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那

珂
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
・

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
に
よ
る
自

主
的
な
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
ひ
ま
わ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
公
園
を
活

用
し
て
、
水
泳
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実
を
図
り
、
市
民

の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

家
庭
教
育
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
よ
り

一
層
深
め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
教
室
に
お
け
る
体

験
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
小
学
生
の
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
心
と
社
会
性
の
涵
養
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

歴
史
遺
産
・
伝
統
文
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
拠
点
と
し
て
季

節
展
、
企
画
展
お
よ
び
市
史
編
さ
ん
事
業

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
額
田
城
跡
の

保
存
管
理
を
は
じ
め
諸
歴
史
遺
産
の
保
存

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
、
異
な
る
文
化
や
生

活
習
慣
を
互
い
に
理
解
し
あ
え
る
多
文
化

共
生
の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際

親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
と
の
交
流
を
通
じ
、
国

際
的
感
覚
を
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
民
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
秋

田
県
横
手
市
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
異

な
っ
た
風
土
や
文
化
、
生
活
習
慣
等
に
触

れ
、
市
民
お
よ
び
市
民
団
体
の
友
好
関
係

が
継
続
・
発
展
で
き
る
よ
う
交
流
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
営
事
業
を
有
ヶ
池
地
区
、
芳
野
地

区
お
よ
び
南
酒
出
地
区
で
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県
単
か
ん
が

い
排
水
事
業
に
よ
り
施
設
の
更
新
を
進
め

る
と
と
も
に
、
大
規
模
化
農
業
の
た
め
の

再
整
備
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
の
生

産
調
整
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
な
ど
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
収
益
の
上

が
る
農
業
の
実
現
お
よ
び
農
村
活
性
化
の

た
め
に
、
関
係
機
関
や
農
業
生
産
者
、
地

域
住
民
の
参
画
の
も
と
元
気
ナ
カ
む
ら
づ

く
り
事
業
に
新
た
に
取
り
組
み
、
生
活
田

園
都
市
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
農
業
経

営
の
改
善
を
図
る
た
め
、
営
農
指
導
者
に

よ
る
営
農
相
談
や
営
農
指
導
を
行
い
、
新

た
な
作
物
の
導
入
お
よ
び
ほ
し
い
も
の
普

及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
認
定
農
業
者

等
の
担
い
手
の
育
成
と
中
小
農
家
に
対
す

る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
農
産
物
直
売
所
の
Ｐ
Ｒ
や
農
産
物
の

産
品
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
規
就
農
者
な
ど
を
対
象
と
し
た

講
座
を
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
や
県
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

教
育
の
ま
ち
づ
く
り

４

活
力
が
あ
り
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

５
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遊
休
農
地
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
事
業
や
農
地
利
用

集
積
事
業
等
を
活
用
し
、
農
業
委
員
会
な

ど
関
係
機
関
と
協
力
し
て
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那

珂
市
商
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
事

業
者
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
治
・
振
興
金

融
制
度
に
よ
る
事
業
資
金
の
融
資
支
援
お

よ
び
雇
用
対
策
と
し
て
就
職
活
動
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在

行
っ
て
い
る
商
工
業
現
況
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
新
た
な
振
興
計
画
を
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
固
定
資

産
税
の
優
遇
や
緑
地
面
積
率
の
緩
和
の
措

置
を
行
う
と
と
も
に
、
県
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
情
報
収
集
に
努
め
な
が

ら
、
積
極
的
な
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
、

雇
用
と
税
収
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

観
光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
市
の
歴
史
や

文
化
、
自
然
、
人
な
ど
の
観
光
資
源
を
生

か
し
な
が
ら
、
観
光
や
商
業
、
農
業
等
の

地
域
産
業
と
連
携
す
る
仕
組
み
を
創
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
観
光
協
会
と

連
携
し
、
市
の
魅
力
や
情
報
を
積
極
的
に

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

　

行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
２

次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
那
珂
市

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
取

２４

り
入
れ
ま
し
た
事
業
仕
分
け
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
行
財
政
改
革
を

進
め
る
う
え
か
ら
、
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
階
層
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
知
識
や
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、

政
策
形
成
能
力
や
行
政
経
営
能
力
、
危
機

管
理
能
力
等
、
専
門
的
な
能
力
の
開
発
な

ど
を
行
い
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改

革
と
資
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

人
事
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管

理
職
を
対
象
と
し
た
試
行
を
２
年
間
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
れ
を

一
般
職
に
拡
大
す
る
た
め
、
本
年
度
に
つ

い
て
は
一
般
職
の
研
修
を
実
施
し
、
更
な

る
制
度
の
浸
透
・
拡
充
に
向
け
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
定

年
退
職
者
の
大
幅
な
増
加
を
勘
案
し
な
が

ら
、
各
年
齢
層
の
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う

配
慮
し
つ
つ
新
規
採
用
者
の
計
画
的
採
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
適
正
規
模
の
定
員

管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
税
等
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
導
入
し

２４
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
納
税
機
会

の
拡
充
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
収
納
率

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

窓
口
業
務
の
日
曜
開
庁
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の
確
保
、
市
民

顧
客
主
義
の
観
点
に
基
づ
き
平
成　

年
９

２３

月
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民

に
も
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
更
な
る
利
便
性
の
向
上
に
向

け
検
討
・
改
善
を
加
え
つ
つ
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

事
務
権
限
の
移
譲
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
国
や
県
か
ら
の
一
層
の
権
限
移
譲

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
う
し
た
流
れ
に
対
応
す
る
た
め
組

織
体
制
の
柔
軟
な
見
直
し
を
行
い
、
地
域

主
権
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
主
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成　

年
度
の
市
政
運
営
に
当

２５

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

前
段
に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
平
成

　

年
度
は
「
第
一
次
那
珂
市
総
合
計
画
」

２５後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ

り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

那
珂
市
の
発
展
を
更
に
確
実
な
も
の
に

し
、
輝
け
る
未
来
を
創
造
す
る
た
め
、
総

合
計
画
の
各
種
事
業
や
目
標
を
確
実
に
実

現
し
、
市
民
の
皆
様
が
真
の
豊
か
さ
を
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
こ
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

重
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８

　一般会計の歳入のうち最も大きな割合を占める市税は、年少扶養控除の廃止による個人市民税の増や税制
改正に伴うたばこ税の増により増収が見込まれることから、前年度に比べ４．６％の増収、地方交付税につい
ても国の地方財政計画を考慮するとともに、災害復旧事業に係る対象経費を震災復興特別交付税相当分とし

て上乗し、前年度に比べ５．９％の増額を見込みました。
　これらの結果、市が自らの手で確保できる自主財源は８３億５４１万９千円で、歳入全体に占める割合は４５．２％となりまし
た。これに対し、国や県から決められた額を交付されたり、割り当てられたりする依存財源は１００億６，４５８万１千円で、歳
入全体の５４．８％となりました。
 

財政課財政グループ
�２９８－１１１１（内線５２２）

問　い
合わせ

市税（35.1％）
地方交付税（20.7％）

市債 
（10.8％）

国庫支出金
（11.4％）

県支出金（7.0％）

地方消費税交付金　（2.5％）
地方譲与税　　　　（1.6％）
自動車取得税交付金（0.4％）
地方特例交付金　　（0.2％）
その他　　　　　　（0.2％）

繰入金（4.0％）
諸収入（2.1％）
繰越金（1.4％）

分担金及び負担金（1.4％）
使用料及び手数料（1.1％）
財産収入　　　　（0.1％）
寄付金　　　　　（0.0％）

歳入

自依
存 主

財財

源源

【図１】

※利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税
交付金、交通安全対策特別交付金

増減率
（A）/ （B）

２４年度
予算額（B）

構成比
２５年度
予算額（A）

区分

５．６％７，８６４，２３５４５．２％８，３０５，４１９自主財源
４．６％６，１６４，１８６３５．１％６，４４５，０５４市税
０．２％２６７，０８２１．４％２６７，６２５分担金及び負担金
△３．１％２０３，０９８１．１％１９６，８９６使用料及び手数料
△１．４％１１，３４８０．１％１１，１９２財産収入
３３．３％３０．０％４寄付金
２８．０％５８４，６２１４．０％７４８，４８４繰入金
０．０％２５０，０００１．４％２５０，０００繰越金
０．６％３８３，８９７２．１％３８６，１６４諸収入
１０．２％９，１３５，７６５５４．８％１０，０６４，５８１依存財源
△０．５％２９２，０００１．６％２９０，５００地方譲与税
０．０％４５２，８６１２．５％４５３，０００地方消費税交付金
９．７％６２，００００．４％６８，０００自動車取得税交付金
０．７％２８，８０００．２％２９，０００地方特例交付金
５．９％３，６１０，０００２０．７％３，８２２，８３４地方交付税
１６．１％１，８０６，１７７１１．４％２，０９７，２１５国庫支出金
１８．４％１，０９０，５７８７．０％１，２９１，５４３県支出金
１２．７％１，７５３，９７９１０．８％１，９７６，０９１市債
△７．５％３９，３７００．２％３６，３９８その他　※
８．１％１７，０００，０００１００．０％１８，３７０，０００合　計

（単位：千円）【表２】平成２５年度一般会計歳入予算

増減率
（A）/ （B）

２４年度
予算額（B）

２５年度
予算額（A）

会計名

８．１％１７，０００，０００１８，３７０，０００一般会計

１０．３％１２，４７８，４５０１３，７６９，０００特別会計

７．５％５，１８９，０００５，５７７，０００国民健康保険（事業勘定）

１８．１％２，１０４，０００２，４８４，０００下水道事業

１８．２％１１，０００１３，０００公園墓地事業

１７．０％８０４，０００９４１，０００農業集落排水整備事業

１０．７％３，７２２，０００４，１２０，０００介護保険（保険事業勘定）

△１６．４％１９５，０００１６３，０００上菅谷駅前地区土地区画整理事業

４．０％４５３，０００４７１，０００後期高齢者医療

皆減４５００那珂地方公平委員会

９．０％２９，４７８，４５０３２，１３９，０００合　計

【表１】平成２５年度会計別予算額 （単位：千円） 　平成２５年度の那珂市予算は、歳入では国の地方
財政対策により地方交付税については増額、収入
の根幹となる市税についても税制改正等により増
収、また財源対策や普通建設事業債に係る地方債
については前年度同水準の額が見込まれます。
　歳出では高水準で推移する扶助費や公債費等に
より依然として厳しい状況が続く中、歳入に見
合った歳出の原則に立ちつつも、社会基盤の整備
や震災からの復興に向け必要となる事業を中心
に、財源の重点的かつ効率的な配分に努めた予算
編成を行いました。
　その結果、一般会計については前年度比８．１％
増の１８３億７，０００万円、特別会計については前年度
比１０．３％増の１３７億６，９００万円となりました。　

平成25 年度那珂市予算那珂市予算那珂市予算

����

歳入

�
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市税　６４億４，５０５万４千円（４．６％増）
　市の歳入の根幹をなすもので、市民税、固定資産税、軽
自動車税、市たばこ税、都市計画税があります。
　市税は昨年度まで減少が続いていましたが、平成２５年度
は増収となる見込みです。市民税は年少扶養控除の廃止等
に伴う個人所得割の増収が見込まれることから前年度比
６．６％増の２７億５，８１１万４千円、市たばこ税は税制改正によ
り都道府県たばこ税の一部が市町村たばこ税に移譲となる
ことを考慮し、前年度比２３．１％増の４億１，６１１万円等を見
込みました。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������

繰入金　７億４，８４８万４千円（２８．０％増）
　一般会計、特別会計および基金の間で相互に資金運用を
することがあり、その資金を繰入金といいます。
　財源不足を補うための繰入金は、財政調整基金から２億
５，０００万円、減債基金から２億５，０００万円、公共施設整備基
金から５，５００万円、学校施設整備基金から６，９１５万６千円、
震災復興まちづくり基金から１億７７６万８千円を見込みま
した。他会計からの繰入金は、公園墓地事業特別会計から
５７０万円等を見込みました。

増減率
（�）��（�）

２４年度予算額
（�）

２５年度予算額
（�）

区分

０．１％１，１１６，３１５１，１１７，８６４収入
収益的収支

△０．８％１，１０７，３７１１，０９８，１７７支出

１１．３％８１，８４６９１，１２７収入
資本的収支

３１．０％４４３，０７９５８０，５２６支出

【表３】平成２５年度水道事業会計予算額 （単位：千円）　市の水道事業は、民間企業と
同様に企業会計が導入されてお

り、独立採算で運営しています。
　本年度は、主な建設改良事業として配水施設工事費２億
８，２０６万５千円を予定しており、配水管布設、老朽管更新、
消火栓設置等を行います。更に木崎浄水場更新事業用地の
埋蔵文化財発掘調査を行うとともに、施設の維持管理を強
化して安定給水に努めます。 （表３参照）

水道事業会計

国庫支出金　２０億９，７２１万５千円（１６．１％増）
　国と地方公共団体の経費区分に基づき、国から地方公共
団体に交付されるもので、負担金、委託金、特定の施設の
奨励または財政援助のための補助金等があります。
　民生費国庫負担金では、障害者福祉サービス給付事業負
担金に３億９，８７５万円、児童手当関係負担金６億２，３６４万
円、生活保護費負担金３億４，７４４万２千円、民生費国庫補助
金では、地域生活支援事業補助金に２，２０４万円、衛生費国庫
補助金では、合併処理浄化槽設置整備事業補助金１，３８１万
３千円、土木費国庫補助金では、狭あい道路や街路等を整
備するため社会資本整備総合交付金に３億３，８８２万円等を
見込みました。

地方交付税　３８億２，２８３万４千円（５．９％増）
　国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税およびたばこ
税のそれぞれ一定割合を財源とし、地方公共団体が等しく
その行うべき事務を遂行することができるよう、一定の基
準により国から地方公共団体に交付されるもので、普通交
付税、特別交付税（震災復興特別交付税を含む）があります。
　普通交付税は地方財政計画の増減率等を考慮して、前年
度に比べ０．９％減の３３億８，０００万円、特別交付税は過去の収
入実績等を考慮して、前年度同額の２億円を見込みまし
た。また震災復興特別交付税は、東日本大震災からの復
旧・復興事業の地方負担分について、通常の特別交付税と
は別枠で交付されるもので、一般会計および特別会計で計
上した災害復旧事業費から算出し２億４，２８３万４千円を見
込みました。

　特別会計は特定の事業を行う場合、特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計から分離して
別に収支経理を行う会計です。　

　前年度と比べ増加率が大きな会計としては、公園墓地事業特別会計が、福ヶ平霊園・瓜連冨士霊園の管理および運営に
要する経費の増額を見込んで前年度比１８．２％増の１，３００万円、下水道事業特別会計については下菅谷地区、寄居地区、額田
地区、後台地区、門部地区の整備や下水道の維持管理および流域下水道事業の建設負担金等に要する経費、災害復旧費等
の増額を見込んで、前年度比１８．１％増の２４億８，４００万円となりました。 （表１参照）

特別会計

市債　１９億７，６０９万１千円（１２．７％増）
　耐用年数が長期にわたる公共施設の建設事業を実施する
際の財源等として、その年度の収入のほかに国や民間の金
融機関から資金を借り入れるもので、市の借金にあたりま
す。
　後年度の元利償還金の７割が普通交付税で措置される合
併特例債を中心に、災害援護資金貸付金債に１，０５０万円、農
業生産基盤整備事業債１，９４０万円、市道整備事業債に８，８５０
千円、両宮排水路整備事業債に２億３，１６０万円、まちづくり
交付金事業債に３億６，２９０万円、下菅谷地区まちづくり幹
線道路整備事業債に３，０５０万円、菅谷市毛線街路整備事業
債に２，７００万円、上宿大木内線街路整備事業債に１，７１０万
円、菅谷西小学校校舎耐震補強事業債に９，５６０万円を見込
みました。
　また、地方交付税の財源不足を補う臨時財政対策債（赤
字地方債）は、国の地方財政計画等を考慮し１０億９，２９９万１
千円を見込みました。

（表２、図１参照）



１０

　一般会計の歳出のうち扶助費については、権限移譲により新たに開始する未熟児養育医療給付事業に加
え、障害者福祉サービス給付事業や生活保護扶助費および民間保育所児童入所事業などの増により、前年度
に比べ８．８％増額、普通建設事業費についても、菅谷西小学校校舎耐震補強事業や介護基盤緊急整備等特別対

策事業の皆増に加え、両宮排水路整備事業などの増により前年度に比べ５４．７％の増額を見込んでいます。
　これらの結果、法令等によりその支出が義務づけられている義務的経費は、前年度から１．８％増加し、歳出全体に占める
割合は５０．９％となりました。これに対し、道路や学校の建設等社会資本の整備に要する経費である投資的経費は、前年度
から５８．８％増加し、歳出全体に占める割合は１１．０％となりました。

増減率
（�）��（�）

２４年度
予算額（�）

構成比
２５年度
予算額（�）

区分

１．８％９，１８７，０６４５０．９％９，３５１，３６５義務的経費
△０．８％４，１７８，０３０２２．６％４，１４６，１０２人件費
８．８％２，９７７，２１４１７．６％３，２３９，７８２扶助費
△３．３％２，０３１，８２０１０．７％１，９６５，４８１公債費
５８．８％１，２７４，７２７１１．０％２，０２４，７０５投資的経費
５４．７％１，２７４，４０９１０．７％１，９７２，１３５普通建設事業費
１３３．１％４３３，３０７５．５％１，０１０，１６７補助事業費
１４．４％８４１，１０２５．２％９６１，９６８単独事業費

１６，４３１．４％３１８０．３％５２，５７０災害復旧事業費
７．０％６，５３８，２０９３８．１％６，９９３，９３０その他の経費
４．３％２，７４８，５１６１５．６％２，８６７，６１８物件費
４．０％２２８，２６５１．３％２３７，４７８維持補修費
３．２％１，６１９，７０６９．１％１，６７１，４１８補助費等
１４．４％１，８８８，４０１１１．８％２，１６０，５８５繰出金
６．６％５３，３２１０．３％５６，８３１その他　※
８．１％１７，０００，０００１００．０％１８，３７０，０００合　計

【表４】平成２５年度一般会計歳出予算（性質別）

※積立金、投資および出資金、貸付金、予備費

（単位：千円） 【表５】平成２５年度一般会計歳出予算（目的別）

増減率
（�）��（�）

２４年度
予算額（�）

構成比
２５年度
予算額（�）

区分

△７．３％２３３，２７０１．２％２１６，３３４議会費

４．３％２，２７０，３０５１２．９％２，３６８，９０８総務費

８．７％５，３６１，５０１３１．７％５，８２８，８７９民生費

８．８％１，２０４，１３８７．１％１，３１０，４７３衛生費

１７．６％６４９，６１１４．２％７６３，６７５農林水産業費

△１１．０％１８１，８７００．９％１６１，８８３商工費

１９．０％２，２８６，１６３１４．８％２，７２０，８１４土木費

△０．２％９５１，９２６５．２％９４９，５５０消防費

１１．２％１，８０９，０７２１０．９％２，０１１，４２７教育費

１６，４３１．４％３１８０．３％５２，５７０災害復旧費

△３．３％２，０３１，８２１１０．７％１，９６５，４８２公債費

０．０％５０．０％５諸支出金

０．０％２０，００００．１％２０，０００予備費

８．１％１７，０００，０００１００．０％１８，３７０，０００合　計

（単位：千円）

民生費（31.7％）

総務費（12.9％）
土木費（14.8％）

教育費（10.9％）

衛生費（7.1％）

公債費（10.7％）

消防費（5.2％）

農林水産業費（4.2％）

議会費　　（1.2％）　予備費　（0.1％） 
商工費　　（0.9％）　諸支出金（0.0％） 
災害復旧費（0.3％）

歳出
〈目的別〉

人件費（22.6％）

扶助費（17.6％）

物件費（15.6％）

繰出金（11.8％）

補助費等（9.1％）

維持補修費（1.3％）
その他　　（0.3％）

普通建設事業費（10.7％）

災害復旧事業費 
（0.3％）

公債費（10.7％）

その

の

義

的
務

費
経

他

経
費
投資的投資的 
経費経費
投資的 
経費

歳出
〈性質別〉

【図３】【図２】

※予算額を平成２５年３月１日現在の人口５５，９９５人で割って算出

１０４，０９６円高齢者や障がい者の福祉、子育て支援、生活保護などに民　 生　 費
４８，５９０円道路の整備、河川、公園および市営住宅の管理などに土　 木　 費
４２，３０６円全般的な管理事務などに総　 務　 費
３５，１０１円市債の返済に公　 債　 費
３５，９２２円学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツの振興などに教　 育　 費
２３，４０３円病気予防や健康増進、火葬場斎場の運営、ごみ処理などに衛　 生　 費
１６，９５８円消防、救急活動、災害対策などに消　 防　 費
１３，６３８円農林業の振興、生産基盤の整備などに農林水産業費
３，８６３円議会運営に議　 会　 費
２，８９１円商工業や観光の振興などに商　 工　 費
１，２９７円予備費などにそ　 の　 他

３２８，０６５円合　　　計

�������	
��

歳出
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（表５、図３参照）

農林水産業費　７億６，３６７万５千円（１７．６％増）
　農業、林業および畜産業の振興対策、生産基盤の整備、
農道の維持管理、地籍調査等に使われる費用です。
　農業用施設の整備を行い、農業生産性の向上および農業
構造の改善を図る土地改良基盤整備事業に５，８４１万９千円、
戸多地区地籍調査事業に３，３０２万４千円、木崎地区地籍調
査事業に３，００５万６千円等を計上しました。
　また、新たに、地域農業活性化に向けた具体的施策につ
いて調査研究を行う元気ナカむらづくり事業に６５７万２千
円、地元産の農産物を使用した商品開発を行い、農産物の
消費拡大を図る農産物産品化事業に６５５万７千円を計上し
ました。

土木費　２７億２，０８１万４千円（１９．０％増）
　道路の新設改良や維持補修、河川、公園および市営住宅
の維持管理、土地区画整理や市街地整備等、社会資本の整
備に使われる費用です。
　自動車、自転車および歩行者が安心して移動できる車道
や歩道の整備を行う道路改良舗装事業に２億２，９２７万円、
市街地の冠水被害等を防ぐために両宮排水路を改修する安
心安全対策両宮排水路整備事業に３億８，５１２万円等を計上
しました。

商工費　１億６，１８８万３千円（１１．０％減）
　商工業の振興やイベント等の観光事業等に使われる費用
です。
　なかひまわりフェスティバル事業に１，３３５万４千円等を
計上しました。
　また、新たに、商工業振興のための計画を策定する商工
業振興計画策定事業に４７７万７千円を計上しました。

消防費　９億４，９５５万円（０．２％減）
　消防本部の職員人件費、消防本部庁舎の維持管理、消防
団の活動、消防施設の整備および維持管理、防災対策等に
使われる費用です。
　消防団設置事業に３，４３９万３千円等を計上しました。
　また、新たに、消防団車両を更新する消防団車両整備事
業に２，３６２万円、消防本部庁舎等における老朽設備等を改
修する消防本部庁舎改修事業に１，１１２万１千円、災害時に
迅速な対応が図れるよう、災害対策本部における各班の行
動マニュアルを作成する地域防災計画行動マニュアル作成
事業に１，０８９万８千円を計上しました。

教育費　２０億１，１４２万７千円（１１．２％増）
　学校教育、社会教育等の教育関係の経費で、幼稚園や小
中学校の教育振興、文化・スポーツの振興等に使われる費
用です。
　臨時調理員の賃金や燃料費、賄材料費、給食配送委託料
等の給食センター運営事業に３億２５６万円、将来の統合等
を見据え、芳野小学校校舎の教室数の拡充を行う芳野小学
校校舎整備事業に１億２，３１５万６千円等を計上しました。
　また、新たに、菅谷西小学校校舎耐震補強事業に１億
３，７５９万８千円を計上しました。

公債費　１９億６，５４８万２千円（３．３％減）
　過去に公共施設の建設事業を実施した際の財源等として
借り入れた市債を返済するための費用です。
　起債償還元金に１６億８，５７６万３千円、起債償還利子に２
億７，８７１万８千円等を計上しました。

総務費　２３億６，８９０万８千円（４．３％増）
　市の全般的な管理事務等の経費で、市税等の徴収や公有
財産の維持管理、戸籍や住民基本台帳の管理、広報紙の発
行、選挙、統計調査等に使われる費用です。
　本庁舎の空調設備改修に係る経費、光熱水費、修繕料等
の庁舎管理事業に１億１，３９９万６千円、平成２７年度固定資
産税評価替に向けた固定資産税課税台帳整備事業に５，５４０
万５千円等を計上しました。
　また、新たに、日常生活の交通手段に不便をきたしてい
るかたに、新たな地域公共交通として導入するデマンド交
通運行事業に１，９７９万２千円、参議院議員の平成２５年７月
２８日任期満了に伴う参議院議員通常選挙費に２，４１２万８千
円、茨城県知事の平成２５年９月２５日任期満了に伴う茨城県
知事選挙費に２，２２８万７千円を計上しました。

民生費　５８億２，８８７万９千円（８．７％増）
　市民に一定の水準の生活と安定した社会生活を保障する
ための経費で、高齢者や障がい者、乳幼児のための福祉や
生活保護等に使われる費用です。
　障がい者（児）が地域で生活できるようサービスの給付を
行う障害福祉サービス給付事業に７億９，６９３万１千円、中
学校修了前までの児童生徒を養育している保護者に対し児
童手当を支給する児童手当支給事業に８億９，６１０万円、生
活に現に困窮している人に対し、生活扶助費、医療扶助費
および住宅扶助費等を支給する生活保護扶助費に４億
６，４２５万６千円等を計上しました。
　また、新たに、介護保険サービスの基盤整備を図るため、
地域密着型サービス事業を提供する事業者へ設備整備に係
る補助を行う介護基盤緊急整備等特別対策事業に６，０００万
円、老朽化の著しい芳野学童保育所を整備する芳野学童保
育所整備事業に４，８８４万１千円を計上しました。

衛生費　１３億１，０４７万３千円（８．８％増）
　市民が健康で衛生的な生活を送れるよう良好な環境を保
持するための経費で、各種検診や予防接種、公害対策、ご
みの収集処理等に使われる費用です。
　子宮頸がん・ヒブ・小児肺炎球菌等の予防接種事業に１
億８，２６１万５千円、一般家庭から排出されるごみの収集お
よび運搬を行う家庭系可燃ごみ収集事業に９，７３２万６千円
等を計上しました。
　また、新たに、コミュニティセンター等の地域防災拠点
施設に太陽光発電システムによる蓄電池や街路誘導灯を設
置する再生可能エネルギー導入事業に８，１１６万７千円を計
上しました。
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■
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
に
つ
い
て

　

１
月　

日
に
新
た
に
那
珂
ふ
る
さ
と
大

１７

使
１
人
を
任
命
し
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
、
那
珂
市
新
年

賀
詞
交
歓
会
で
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

引
き
続
き
開
催
し
た
情
報
交
換
会
で
は
、

活
動
を
と
お
し
て
感
じ
た
こ
と
や
Ｐ
Ｒ
の

手
法
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

■
ふ
れ
あ
い
座
談
会
に
つ
い
て

　

１
月　

日
に
「
市
長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ

２６

い
座
談
会
」
を
開
催
し
、
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

施
策
の
取
り
組
み
に
関
し
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。

■
広
報
活
動
に
つ
い
て

　

平
成　

年
茨
城
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に

２４

お
い
て
、
広
報
な
か
平
成　

年　

月
号
が

２４

１０

組
み
写
真
の
部
で
準
特
選
に
入
選
し
ま
し

た
。

■
第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

本
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
前
期
基
本

計
画
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
平
成　
２５

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
５
年
間
の

２９

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
那
珂

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

■
デ
マ
ン
ド
交
通
の
愛
称
に
つ
い
て

　

新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
デ
マ

ン
ド
交
通
」
の
実
証
運
行
を
４
月
よ
り
開

始
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
も
っ
て
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
愛
称

を
公
募
し
た
結
果
、
１
５
０
件
の
応
募
が

あ
り
、「
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
」
と
決
定
し

ま
し
た
。

■
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

　

県
か
ら
の
捕
獲
要
請
に
よ
り
鳥
獣
保
護

区
に
お
い
て
２
月
１
日
か
ら
３
月　

日
ま

１５

で
捕
獲
を
実
施
し
、
２
月　

日
現
在
で　

２８

２５

頭
捕
獲
し
ま
し
た
。

■
総
合
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー「
ひ
ぬ
ま

荘
」に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
を
も
っ
て
解
散
し

２４

１０

３１

た
、
水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

歳
入
歳
出
の
決
算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
施
行
令
第
５
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ

き
、　

月　

日
に
監
査
委
員
の
審
査
を
行

１２

２５

い
、
そ
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
カ
ミ
ス
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

地
域
の
賑
わ
い
と
商
店
街
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
市
と
共
催
に
よ
り
「
サ
ス
ガ

☆
カ
ミ
ス
ガ
」
等
を
開
催
し
て
い
る
カ
ミ

ス
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、「
地
域
づ
く
り

総
務
大
臣
団
体
表
彰
」
お
よ
び
「
第
３
回

地
域
再
生
大
賞
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

■
道
路
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

道
路
に
お
け
る
危
険
防
止
を
図
る
と
と

も
に
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

交
通
安
全
施
設
設
置
工
事
を　

月
に
、
道

１２

路
維
持
補
修
工
事
を
１
月
に
そ
れ
ぞ
れ
発

注
し
ま
し
た
。

■
上
菅
谷
駅
舎
改
修
に
伴
う
Ｊ
Ｒ
と

の
確
認
書
の
締
結
に
つ
い
て

　

災
害
時
等
の
駅
舎
利
用
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ

と
協
議
し
た
結
果
、
市
民
お
よ
び
鉄
道
利

用
者
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
駅
舎
利
用

の
協
力
が
得
ら
れ
、
平
成　

年
１
月　

日

２５

３１

付
で
「
地
震
等
大
規
模
災
害
に
関
す
る
確

認
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

下
菅
谷
地
区
№
１
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

設
置
工
事
お
よ
び
寄
居
地
区
№
１
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
を
１
月
に
発
注

し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
管
路
施
設
幹
線
３
号
第

８
工
区
工
事
お
よ
び
鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
第
３
工
区
工
事
を
１

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

門
部
地
区
配
水
管
布
設
（
第
１
工
区
）

工
事
お
よ
び
下
菅
谷
地
区
配
水
管
移
設

（
第
３
工
区
）工
事
を
１
月
に
発
注
し
ま
し

た
。
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　市長提出議案は報告３件、条例の制定・一部改正
１３件、平成２４年度補正予算１１件、平成２５年度予算９
件、平成２４年度決算の認定１件、その他７件、合わ
せて４４件について審議され、全議案について原案の
とおり可決されました。



広報なか４月号１３

■
那
珂
市
教
育
振
興
大
会
に
つ
い
て

　

２
月　

日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

２１

に
お
い
て
、
第
９
回
那
珂
市
教
育
振
興
大

会
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
等
の
分

野
で
活
躍
さ
れ
た
か
た
が
た
の
功
績
を
讃

え
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
の
分
野
で
功

績
の
あ
っ
た
か
た
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
本
川
達
雄

東
京
工
業
大
学
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

■
成
人
式
に
つ
い
て

　

１
月　

日
に
那
珂
総
合
公
園
ア
リ
ー
ナ

１２

に
お
い
て
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
の
該
当
者
は
５
６
６
人
で
出
席
者
は
４

３
２
人
、
出
席
率
は　

・
３
％
で
し
た
。

７６

■
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
に

つ
い
て

　

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
全
面
改
修

工
事
が
完
了
し
、
３
月
１
日
か
ら
利
用
を

再
開
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　
　

月
１
日
か
ら
２
月　

日
ま
で
の
消
防

１２

２８

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
２
７
６
３

１７

人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
習
得
と

防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
普
通
救
命
講
習
会
を
９
回
行
い
２
６

５
人
が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
３
件
、
そ
の
他
が
６
件
、
合
計
９
件
、

救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病

が
３
９
１
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の

７７

他
が
１
４
８
件
、
合
計
６
１
６
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
意
識
の
高
揚
と
防
災
活
動

の
自
覚
を
図
り
、「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
１
月　

日
に
那
珂

１３

総
合
公
園
に
お
い
て
消
防
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
等
に
お
け
る
空
間

放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
の
放
射
性
物
質

濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所
や

学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産
さ

れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食
に

お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防
止

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
等
で
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
の
総
合
的
か
つ
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
関
係
機
関
等
と
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
、
支
援
や
協
力
体
制
の
整

備
を
引
き
続
き
進
め
て
お
り
ま
す
。　

月
１２

　

日
に
社
会
福
祉
法
人
ナ
ザ
レ
園
、
社
会

２７福
祉
法
人
新
世
会
、
社
会
福
祉
法
人
豊
潤

会
、
社
会
福
祉
法
人
青
燈
会
、
医
療
法
人

社
団
青
燈
会
、
社
会
福
祉
法
人
実
誠
会
の

６
法
人　

施
設
と
大
規
模
な
災
害
が
発
生

１３

し
た
場
合
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
援
護
に
つ
い
て
、「
福
祉
避
難
所
の

設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
２
月　

日
に
は
森
松
工
業
株
式
会

１５

社
と
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
の
安
定
確

保
の
た
め
、「
応
急
給
水
活
動
に
お
け
る

給
水
タ
ン
ク
の
優
先
提
供
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る
生
活
用
水
を
確
保
す

る
た
め
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
防
災

井
戸
２
か
所
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
消
防
施
設

の
復
旧
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漏
水
し

た
防
火
水
槽
２
基
（
菅
谷
・
鴻
巣
）
の
修

理
を
行
い
、　

月　

日
に
工
事
が
完
了
し

１１

２２

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
住
家
の
全
壊
・

大
規
模
半
壊
・
半
壊
と
な
っ
た
か
た
へ
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
額
免

除
は
、
平
成　

年
９
月
末
ま
で
の
サ
ー
ビ

２４

ス
提
供
分
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。　

月
１０

以
降
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
る
避
難
を
目

的
に
、
那
珂
市
へ
転
入
し
た
か
た
の
み
が

利
用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額

が
免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
該

当
す
る
対
象
者
は
２
人
で
、
減
免
額
は　
１０

月
か
ら　

月
末
現
在
で
２
万
２
２
２
１
円

１２

で
し
た
。

　

農
畜
産
物
の
損
害
賠
償
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
２
月
末
ま
で
の
申
請
状
況
は
、
Ｊ

Ａ
ひ
た
ち
な
か
請
求
者
数
を
含
め
累
計
で

　

件
、
請
求
額
８
３
２
９
万
円
で
す
。
ま

９３た
、
請
求
に
伴
う
東
京
電
力
か
ら
の
支
払

い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月　

日
現
在
で

２８

支
払
総
額
８
２
６
２
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
よ
る
国
の

支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害
見
舞
金
を

支
給
し
て
お
り
、
１
月
末
日
現
在
の
支
給

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
国
の
支
援
金

は
、
全
壊
が
１
６
９
件
、
大
規
模
半
壊
が

９
件
、
合
計
１
７
８
件
で
総
額
２
億
２
０

７
５
万
円
で
す
。
県
の
災
害
見
舞
金
は
、

半
壊
１
７
９
件
で
、
５
３
７
万
円
で
す
。

市
の
見
舞
金
は
、
住
家
の
全
壊
が　

件
、

４６

半
壊
が
２
４
２
件
、
非
住
家
の
半
壊
以
上

が
、
２
７
７
件
、
合
計
５
６
５
件
で
総
額

１
９
４
７
万
円
で
す
。
ま
た
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
は
、
９
件
で
１
６
８
０
万
円
で

す
。

　

義
援
金
は
国
お
よ
び
県
か
ら
の
義
援
金

と
合
わ
せ
て
支
給
し
て
お
り
、
２
月
末
日

現
在
の
支
給
状
況
は
、
死
亡
４
件
、
全
壊

　

件
、
大
規
模
半
壊　

件
、
半
壊
２
２
９

４５

１３

件
の
合
計
２
９
１
件
で
総
額
２
億
２
２
２

５
万
５
３
６
０
円
で
す
。

平
成　

年
３
月
４
日

２５
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全議案可決市 長 提 出 議 案

◎報告

専決処分について（平成２４年度那珂市一般会計補正予算（第６号））／専決処分の報告について（損害賠償補
償事故の賠償額の決定）／専決処分の報告について（損害賠償補償事故の賠償額の決定）

◎条例の制定・一部改正

那珂市名誉市民条例の一部を改正する条例／那珂市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例／那珂市障害程度区分認定審査会の委員の定数を定める条例の一部を改正する
条例／那珂市介護保険条例の一部を改正する条例／那珂市総合保健福祉センター設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例／那珂市公共下水道事業受益者負担金に関する条例の一部を改正する条例／那珂市農
業集落排水整備事業分担金に関する条例の一部を改正する条例／那珂市営テニス場の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例／那珂市災害対策基金条例／那珂市指定地域密着型サービスの事業に関する基準
を定める条例／那珂市指定地域密着型介護予防サービスの事業に関する基準を定める条例／那珂市新型イン
フルエンザ等対策本部条例／那珂市準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例

◎平成２４年度補正予算

平成２４年度那珂市一般会計補正予算（第７号）／平成２４年度那珂市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正
予算（第２号）／平成２４年度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第２号）／平成２４年度那珂市農業集落排
水整備事業特別会計補正予算（第３号）／平成２４年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第３号）／平成２４年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）／平成２４年度那
珂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）／平成２４年度那珂市水道事業会計補正予算（第２号）／平
成２４年度那珂市一般会計補正予算（第８号）／平成２４年度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第３号）／
平成２４年度那珂市農業集落排水整備事業特別会計補正予算（第４号）

◎平成２５年度予算

平成２５年度那珂市一般会計予算／平成２５年度那珂市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算／平成２５年度那
珂市下水道事業特別会計予算／平成２５年度那珂市公園墓地事業特別会計予算／平成２５年度那珂市農業集落排
水整備事業特別会計予算／平成２５年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算／平成２５年度那珂市上
菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計予算／平成２５年度那珂市後期高齢者医療特別会計予算／平成２５年度
那珂市水道事業会計予算

◎平成２４年度決算の認定

平成２４年度水戸地方広域市町村圏事務組合歳入歳出決算の認定について

◎その他（同意を含む）

公の施設の広域利用に関する協議について／市道路線の認定について／茨城消防救急無線・指令センター運
営協議会の設置について／損害賠償請求に関する和解及び損害賠償の額の決定について／那珂市教育委員会
委員の任命について／那珂市固定資産評価審査委員会委員の選任について／那珂市政治倫理審査会委員の委
嘱について



広報なか４月号１５

　

吉
原
さ
ん
は
、
平
成　

年
に
那
珂
町
農

１０

業
委
員
に
就
任
以
来
、
地
域
農
業
者
の
世

話
役
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
農
業
委
員
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
平

成　

年
３
月　

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

１３

３１

１６

３１

日
ま
で
那
珂
町
農
業
委
員
会
会
長
代
理

を
、
平
成　

年
３
月　

日
か
ら
現
在
に
至

１６

３１

る
ま
で
約
９
年
に
わ
た
り
那
珂
市
農
業
委

員
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、
那
珂
市
の
農
業

の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解

消
の
た
め
、
農
業
生
産
法
人
な
ど
と
連
携

し
た
新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
委

員
会
活
動
に
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
地
域
農

業
の
進
展
と
農
業
者
の
地
位
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仲
田
さ
ん
は
、
平
成　

年
に
那
珂
町
文

１２

化
財
保
護
審
議
委
員
と
し
て
就
任
以
来
、

文
化
財
の
保
護
・
普
及
活
動
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
は

１８

那
珂
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
と
し

て
審
議
会
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
後
進
の

指
導
に
あ
た
り
、
現
在
も
文
化
財
保
護
の

第
一
人
者
と
し
て
精
力
的
に
活
動
を
続
け

る
姿
は
、
他
の
委
員
の
模
範
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
か
ら
那
珂
（
町
）
市

１３

史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
と
し
て
就
任
以

来
、（
町
）
市
史
編
集
事
業
の
中
心
的
な
役

割
を
担
い
、
平
成　

年
３
月
に
発
行
し
た

２４

「
那
珂
市
域
の
社
寺
祠
堂
」
の
編
集
に
も

尽
力
さ
れ
、
現
在
も
な
お
市
の
文
化
財
行

政
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

茨
城
県
市
長
会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
２
月
７
日
、
茨
城
県
市
町
村
会
館
で
行
わ

れ
、
那
珂
市
か
ら
民
間
自
治
功
労
者
と
し
て
、
吉
原
誠
一
さ
ん
（
福
田
）
と
仲
田
義

一
さ
ん
（
門
部
）
の
２
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

◆知事、市長と記念撮影をする
　吉原誠一さん（左から２人目）と、
　仲田義一さん（左から３人目）

　

那
珂
市
観
光
協
会
で
は
、
市
内
観
光
地
め
ぐ
り
を
２
月　

日
に
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

２７

主
に
神
崎
・
額
田
地
区
の
観
光
地
を
周
る
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
、
あ
い
に
く
の
冷
た
い
雨

が
降
り
し
き
る
中
、
参
加
し
た　

人
の
か
た
は
、
訪
問
先
の
説
明
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２５

ガ
イ
ド
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、
あ
ら
た
め
て
郷
土
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
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上宮寺（本米崎） 三嶋神社（本米崎）

額田神社（額田北郷） 常福寺（瓜連）



１６

平成25年度那珂市まちづくり出前講座をご利用ください！

　まちづくり出前講座とは、市役所の仕事を市民の皆様に知っていただくために、ご希望のテーマについて市
の職員を講師として派遣する制度です。市内に在住、在勤または在学する１０人以上のグループでしたら、どな
たでもご利用いただけますので、次の「まちづくり出前講座メニュー」をご参考の上、ふるってご利用くださ
い。　なお、利用方法等の詳細については、市民協働課までお問い合わせください。

�������	
�����

説明
時間

担当
説明内容
（概要）

講座名称
（テーマ）

講座
番号

分野

３０分～
６０分市民協働課

市民活動グループ

市が進めている協働のまちづくりの基本的な
方向性についての概要を説明します。

協働のまちづくりの
取り組みについて

１
①
市民との
協働の
まちづくり

５０分
那珂市男女共同参画プラン、啓発紙、
パワーポイントなどを使って説明します。

男女共同参画について２

４５分～
６０分

秘書広聴課市民相談室市民相談グ
ループ、生涯学習課社会教育グループ

人権について考え、人権意識を高める学習を
行います。

身近な人権教育を考える３

６０分～
９０分消防本部警防課

警防グループ

身近なところで起こる、けが・病気に対する
応急手当を習得します。

いざと言う時のために
応急手当を覚えよう

４

②
防災・
防犯・
交通安全

３時間
以上

突然の心停止等に対する応急手当の習得
およびＡＥＤの使用方法を習得します。

とっさの時の応急手当
（心肺蘇生法）を覚えよう

５

６０分
消防本部予防課
予防グループ

住宅用火災警報器・消火器等について
説明します。

火災を防ぐ「あたりまえ」
を地域に！

６

３０分

防災課
防災グループ

家庭でできる防災の心がけ、自主防災組織の設立や活動
内容、防災に関する市の取り組みについて説明します。

家庭・地域での防災力
の向上

７

３０分
家庭でできる防犯の心がけ、自警団（防犯パトロール隊）の設立
や活動内容、防犯に関する市の取り組みについて説明します。

家庭・地域での防犯力
の向上

８

３０分
交通事故の現状や市・那珂警察署・交通関係団体が行って
いる交通事故防止に向けた取り組みについて説明します。

交通安全対策の
取り組みについて

９

６０分
環境課

消費生活センター
悪質商法の内容とその対処について
説明します。

悪質商法と対処法１０

４５分

環境課
環境グループ

ごみの分別・減量などについて説明します。
ごみの分別・減量等に
ついて

１１

③
環境

４５分環境基本計画の概要について説明します。環境基本計画について１２

３０分
地球温暖化防止計画の概要について
説明します。

地球温暖化防止に
ついて

１３

２０分
都市計画課

都市計画グループ
当市における都市計画街路の整備状況に
ついて説明します。

都市計画街路について１４
④
道路・建設

３０分
都市計画課

都市整備グループ
当市における街づくり事業の事例紹介に
ついて説明します。

街づくりの進め方に
ついて

１５

４５分下水道課
工務・管理グループ、
業務グループ

下水道のしくみ、宅地内の排水設備、受益者負担金、下水
道使用料について、パンフレット等により説明します。

那珂市の公共下水道に
ついて

１６
⑤
上下水道

４５分
農業集落排水の汚水処理のしくみ、宅地内の排水設備、受
益者分担金、農業集落排水使用料について説明します。

那珂市の農業集落排水
事業について

１７

６０分
健康推進課

健康増進グループ
メタボリックシンドロームを中心に、
生活習慣を改善する方法を学びましょう。

生活習慣病予防講座１８⑥
福祉・
医療・
健康・
年金

６０分
健康推進課

母子保健グループ

乳幼児期からの栄養について学びましょう。 子どもの食事について１９

６０分
子どもが健やかに育つよう、乳幼児期からの
身体つくりについて学びましょう。

子どもの健康づくりに
ついて

２０

市民協働課市民活動グループ
�２９８－１１１１（内線２６３・２６５）

問い合わせ



広報なか４月号１７

説明
時間

担当
説明内容
（概要）

講座名称
（テーマ）

講座
番号

分野

４０分
こども課

子育て支援グループ
子育て支援事業の概要について説明します。子育て支援について２１

⑥
福祉・
医療・
健康・
年金

４０分
こども課

保育所、子育て支援センター
乳幼児の食育・親子遊び等について
説明します。

幼児の発達と
かかわり方について

２２

２０分～
３０分

介護長寿課
高齢者支援グループ

介護保険以外の高齢者施策について
説明します。

高齢者の福祉サービス２３

６０分
社会福祉課

障がい者支援グループ
総合支援法によるサービスを含め、当市で
受けられるサービスについて説明します。

障がい者のサービスに
ついて

２４

４５分
介護長寿課

介護保険グループ
介護保険制度の概要について説明します。介護保険制度２５

３０分

保険課
保険・年金グループ

国民年金の概要について説明します。国民年金について２６

４５分国民健康保険の概要について説明します。国民健康保険について２７

３０分
後期高齢者医療制度の概要について
説明します。

後期高齢者医療制度に
ついて

２８

４０分～
６０分

介護長寿課
高齢者支援グル―プ

地域包括支援センターの業務内容について
説明します。

地域包括支援センター２９

３０分
学校教育課
指導室

学校教育の基本方針について説明します。
那珂市の学校教育に
ついて

３０

⑦
教育・
生涯学習・
生涯
スポーツ

３０分
学校教育課

学務・施設グループ
特別支援に関する相談体制と就学相談に
ついて説明します。

特別支援教育体制に
ついて

３１

３０分学校教育課
指導室

いじめ問題や不登校児童生徒への対応に
ついて説明します。

教育支援センターに
おける相談体制について

３２

３０分生涯学習課
図書館管理グループ市立図書館の概要について説明します。

いつでも、誰でも、
気軽に立ち寄れる図書館

３３

３０分
生涯学習課

スポーツ推進室体育グループ
スポーツ振興計画と各種教室について
説明します。

那珂市のスポーツ振興３４

６０分生涯学習課
歴史民俗資料館歴史民俗グループ

那珂市の古代からの歴史や、
市内の指定文化財、遺跡などを紹介します。

那珂市の歴史と文化財３５
⑧
歴史・文化

３０分
商工観光課

商工観光グループ
那珂市の観光地の見所や、
イベント等について紹介します。

那珂市の観光３６⑨
産業・
観光 ３０分

農政課
農業振興グループ

那珂市の農業振興や、
農業の現状について説明します。

那珂市の農業について３７

３０分政策企画課
政策企画グループ

第１次那珂市総合計画の概要について
説明します。

那珂市総合計画３８

⑩
行政改革・
財政・
税金

６０分財政課
財政グループ那珂市の財政状況について説明します。

わが市の台所事情
（財政）

３９

６０分
税務課

市民税グループ、資産税グループ
市税に関する税制度を、
資料を基にわかりやすく説明します。

市民税・固定資産税の
しくみ

４０

６０分
行財政改革推進室
行革・監査グループ

那珂市の行政改革の取り組みを説明します。那珂市の行政改革４１

１０分
議会事務局

総務・議事グループ
陳情・請願の申請手続き方法について
説明します。

陳情・請願の申請に
ついて

４２

⑪
その他

３０分
総務課

総務グループ

選挙についてやさしく説明します。選挙のしくみ４３

３０分
市の情報公開制度に基づく情報の開示と
個人情報の保護について解説します。

情報公開と個人情報保護４４
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那
珂
市
消
防
本
部
で
は
、
平
成　

年
春
季

２５

火
災
予
防
運
動
の
期
間
に
あ
わ
せ
、
３
月
１

日
〜
７
日
の
間
、
那
珂
市
女
性
消
防
部
と
共

に
那
珂
市
内
の
ス
ー
パ
ー
お
よ
び
市
立
図
書

館
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
運
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成　

年
６
月

２３

１
日
か
ら
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
全
て
の
ご
家
庭
で
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

消
防
本
部

　
�
２
９
５
・
２
１
１
１

問
い
合
わ
せ

「
い
ざ
と
い
う
時
に
あ
な
た
の
命
を
守
っ
て

く
れ
る
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
」

　

今
後
も
設
置
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
や
維
持
管
理
の

案
内
、
設
置
率
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
必

要
性
や
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運

動
」
と
は
？

　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
続

け
る
た
め
の
元
気
な
歯
は
、
日
々
の
手
入

れ
か
ら
。

　

日
本
歯
科
医
師
会
で
は
、
高
齢
に
な
っ

て
も
豊
か
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
、
自

分
の
口
か
ら
食
事
を
と
る
こ
と
が
最
も
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
、
診
療
所
や

地
域
に
お
け
る
い
ろ
い
ろ
な
お
口
の
健
康

を
保
持
・
増
進
す
る
活
動
に
よ
っ
て
８
０

２
０
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
よ
り
厚
生

省
（
当
時
）
と
日
本
歯
科
医
師
会
が
推
進

し
て
い
る
「　

歳
に
な
っ
て
も　

本
以
上

８０

２０

自
分
の
歯
を
保
と
う
」
と
い
う
運
動
で

す
。　

本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、
食
生
活

２０

に
ほ
ぼ
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
生
涯
、
自
分

の
歯
で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る
よ
う

に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
こ
の
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
楽
し
く
充
実
し
た
食
生
活

を
送
り
続
け
る
た
め
に
は
、
妊
産
婦
を
含

め
て
生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
全

て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
健
康
な
歯
を
保

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ「
８
０
２
０
」

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
参
考

厚
生
省
「
成
人
歯
科
保
健
対
策
検
討
会
中

間
報
告
」
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）

―
抜
粋
―

 
「
残
存
歯
数
が
約　

本
あ
れ
ば
食
品
の 
咀 そ

２０

 
嚼 
が
容
易
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
例
え

し
ゃ
くば

日
本
人
の
平
均
寿
命
で
あ
る　

歳
で　

８０

２０

本
の
歯
を
残
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
８
０
２

０
運
動
を
目
標
の
１
つ
と
し
て
設
定
す
る

の
が
適
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。」

���� ������

小林デンタルクリニック
小林克男　先生

○
煙
式
（
寝
室
、
階
段
、
台
所
な
ど
）

煙
が
火
災
警
報
器
に
入
る
と
音
や
音
声
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
熱
式
（
台
所
な
ど
火
気
を
使
う
場
合
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
周
囲
が
一
定
の
温
度
に

達
す
る
と
音
や
音
声
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
火
災
ガ
ス
漏
れ
複
合
型

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
の

機
能
を
複
合
し
た
警
報
器
で
す
。

○
補
助
警
報
装
置

高
齢
者
の
か
た
、
目
や
耳
の
不
自
由
な
か
た

に
は
、
音
や
光
の
出
る
補
助
警
報
装
置
の
増

設
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


� �
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�　

選
挙
の
種
類
に
よ
っ
て
立
候
補
で
き
る
人
は
違
い
ま
す
。
詳
し
く
は
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

�　

立
候
補
の
届
出
は
、
戸
籍
名
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
通
称
が
あ

る
場
合
で
、
通
称
認
定
の
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
戸
籍
上
の
本
名
に
代
え
て

通
称
（
戸
籍
名
以
外
の
呼
称
で
本
名
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
広
く
通
用
し
て
い
る
も

の
）
が
使
用
で
き
ま
す
。
申
請
す
る
際
、
そ
の
通
称
が
戸
籍
名
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
広
く
通
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
か
つ
、
そ
の
こ
と
を
証
す
る

に
足
り
る
資
料
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
戸
籍
名
を
仮
名
書
に
す

る
場
合
も
通
称
認
定
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

�
　
　

選　

挙　

名

衆
議
院
議
員
選
挙

参
議
院
議
員
選
挙

茨
城
県
知
事
選
挙

茨
城
県
議
会
議
員
選
挙

那
珂
市
長
選
挙

那
珂
市
議
会
議
員
選
挙

　
　

立
候
補
の
資
格

日
本
国
民
で
満　

歳
以
上
の
者

２５

日
本
国
民
で
満　

歳
以
上
の
者

３０

日
本
国
民
で
満　

歳
以
上
の
者

３０

日
本
国
民
で
満　

歳
以
上
の
者
で
、引
き
続
き

２５

３
か
月
以
上
茨
城
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

日
本
国
民
で
満　

歳
以
上
の
者

２５

日
本
国
民
で
満　

歳
以
上
の
者
で
、引
き
続
き

２５

３
か
月
以
上
那
珂
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　４月にこども発達相談センター『すまいる』がオー
プンしました。このコーナーは、より多くの皆様に
『すまいる』を知っていただき、そして気軽にご利用
していただくため、「どんなところなのか？」、「どんな
相談ができるのか？」、子育て中のお母さんの思いや、
情報発信の場として連載していきます。

◆「すまいる」は子育てに関す

る悩みを一緒に考えるところ

です。どうぞ、気軽に「すま

いる」にお電話ください。

◆相談時間：午前８時３０分～午後５時

◆休　　館：土・日曜日、祝日、年末年始

　かわいいわが子に障がいがあると医師から告げ
られたとき、子どもの将来を気にするあまり、ど
うにかしなければと思い悩み、ただひたすらに、
またがむしゃらに子育てしている時期がありまし
た。
　この当時は、困っていることばかりが頭を占
め、子どものできない面ばかり見るようになり
『こうあらねばならぬ』的な対応になりがちで、
子どもとの関係や家族との関係もぎくしゃくし、
堅苦しいものになっている状況でした。子育てを
放棄したくなり、『私の話を聞いてほしい』と思う
ことが度々ありました。
　子どもの発達に不安を持つ親にとって、『いつで
も』、『どんな些細なことでも』、疑問や心配なこと
ができたときに、気軽に相談できる相手がいた
り、場所があるということは何よりも心強いで
す。こども発達相談センターも、そのような場所
であってほしいと望んでいます。

『こども発達相談センターへのお願い』
 ～あるお母さんの思い～　　



２０
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っております。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　２月１５日から３月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
�����

○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

３月５日０．０９３本米崎小学校

学校教育課

３月５日０．０８８横堀小学校

３月４日０．０６６額田小学校

３月４日０．１００菅谷小学校

３月５日０．０８３菅谷東小学校

３月５日０．１０４菅谷西小学校

３月５日０．０８６五台小学校

３月６日０．０９７戸多小学校

３月４日０．１０３芳野小学校

３月５日０．０９２木崎小学校

３月５日０．０９２瓜連小学校

３月５日０．０８０横堀幼稚園

３月５日０．０８２額田幼稚園

３月５日０．０７６菅谷幼稚園

３月５日０．０９８菅谷西幼稚園

３月６日０．０９６五台幼稚園

３月５日０．０７４芳野幼稚園

３月４日０．０６７那珂第一中学校

３月５日０．０８８那珂第二中学校

３月５日０．０９１那珂第三中学校

３月７日０．０６３那珂第四中学校

３月４日０．０８９瓜連中学校

３月５日０．０８４茨城学園

３月５日０．０６０ナザレ幼稚園

３月５日０．１０７さいせい幼稚園

３月６日０．０７９大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

３月８日０．０９２保健センター（ひだまり）健康推進課

３月５日０．１００中央公民館

生涯学習課

３月５日０．０９７図書館

３月５日０．１００那珂総合公園

３月３日０．１０２歴史民俗資料館

３月５日０．１１０ふれあいの杜公園

３月１３日０．０９５ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
３月１３日０．１０４ふれあいセンターごだい

３月１３日０．０９２ふれあいセンターよしの

３月１３日０．０９４総合センターらぽーる

３月１４日０．１１０那珂聖苑那珂聖苑

３月１２日０．１１８中谷原公園
都市計画課

３月１３日０．１００宮の池公園

３月５日０．０９９一の関ため池親水公園
商工観光課

３月５日０．１１３静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

３月１４日０．０８０菅谷保育所

こども課

３月１１日０．０７６額田保育所

３月１１日０．０８８ゆたか保育園

３月１１日０．０８７かしま台保育園

３月１３日０．０９０ごだい保育園

３月１１日０．０９１瓜連保育園

３月１１日０．０８８子育て支援センター
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那
珂
市
職
員
の
人
事
異
動
（
課
長
級
以

上
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

��
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�

�
��室

長
（
事
務
局
長
）　

平
山
俊
夫

��
�
�
�

部
長　

山
田
行
雄　

■
秘
書
広
聴
課　

課

長　

石
川
透　

■
政
策
企
画
課　

主
任
企

画
員
兼
課
長
補
佐
（
総
括
）　

加
藤
裕
一

��
�
�
�

部
長　

宮
本
俊
美　

■
総
務
課　

次
長
兼

課
長　

川
崎
薫
／
主
任
企
画
員
兼
課
長
補

佐（
総
括
）　

高
橋
秀
貴　

■
財
政
課　

課

長　

大
部
公
男　

■
税
務
課　

課
長　

平

野
美
良　

■
収
納
課　

課
長　

綿
引
智　

■
瓜
連
支
所　

支
所
長　

小
林
幸
夫

��
�
�
�
�
�

部
長　

秋
山
悦
男　

■
市
民
協
働
課　

次

長
兼
課
長　

中
山
悦
男
／
主
任
企
画
員
兼

課
長
補
佐（
総
括
）　

山
田
甲
一　

■
環
境

課　

課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長　

大
沼
善
則　

■
防
災
課　

危
機
管
理
監
兼

課
長　

冨
田
慶
治

��
�
�
�
�
�

部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

萩
野
谷
康
男　

■
社
会
福
祉
課　

課
長
（
那
珂
市
社
会
福

祉
協
議
会
派
遣
）　

桐
原
浩
彰
／
主
任
企

画
員
兼
課
長
補
佐（
総
括
）　

篠
原
英
二　

■
健
康
推
進
課　

参
事
兼
課
長　

内
山
克

三
／
副
参
事
兼
課
長
補
佐（
総
括
）　

菊
池

正
明

��
�
�
��

■
農
政
課　

主
任
企
画
員
兼
課
長
補
佐

（
総
括
）　

箕
川
一
男　

■
商
工
観
光
課　

課
長　

佐
々
木
恒
行

��
�
�
��

■
土
木
課　

次
長
兼
課
長　

助
川
保
彦
／

主
任
企
画
員
兼
課
長
補
佐（
総
括
）　

小
泉

正
之
／
副
参
事
兼
用
地
室
長
（
兼
土
地
開

発
公
社
事
務
局
長
）　

吽
野
啓
次　

■
都

市
計
画
課　

課
長　

引
田
克
治　

■
建
築

課　

課
長　

石
井
亨

��
�
�
�
�
��

部
長　

岡
崎
隆　

■
下
水
道
課　

次
長
兼

課
長　

樫
村
悦
雄

■
会
計
課　

会
計
管
理
者
兼
課
長　

柏
村

泉
��
�
�
�
�
��

事
務
局
長　

城
宝
信
保

��
�
�
�
�
�
�
	



参
事
兼
事
務
局
長　

車
田
豊
／
副
参
事
兼

事
務
局
長
補
佐
（
総
括
）　

青
山
泰
士

��
�
�
�
�
�

教
育
部
長　

檜
山
英
夫　

■
学
校
教
育
課

次
長
兼
課
長　

会
沢
直
／
主
任
企
画
員
兼

課
長
補
佐
（
総
括
）　

檜
山
寿
夫
／
副
参

事
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
瓜
連
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

笹
島
邦
義　
　

■
生
涯
学
習
課　

課
長　

阿
久
津
英
樹
／

副
参
事
兼
課
長
補
佐（
総
括
）　

成
田
節
男

��
�
�
�
��

■
総
務
課　

参
事
兼
課
長　

豊
島
克
美　

■
予
防
課　

参
事
兼
課
長　

海
老
澤
幸
男

■
警
防
課　

副
参
事
兼
課
長
補
佐　

野
口

英
雄　

■
通
信
指
令
室　

室
長　

増
子
正

行　

■
東
消
防
署　

署
長　

寺
門
忠　
　

■
西
消
防
署　

署
長　

笹
島
茂

��
�
�
�
��

塙
壮
太
／
井
上
圭
／
三
次
紀
之
／
水
越
梨

紗
／
野
原
準
子
／
海
野
裕
美
／
三
宅
淳
一

／
新
岡
和
／
佐
々
木
桂
子
／
田
口
晴
絵
／

稲
葉
智
明
／
廣
木
智
也
／
堀
江
輝
／
今
泉

真
樹
／
小
越
正
浩
／
片
岡
隆
太
郎
／
石
井

恭
平
／
千
葉
郁
／
新
江
友
和　

��
�
�
�
（
３
月　

日
付
）

３１

木
村
利
文
（
企
画
部
長
）
／
吉
原
正
夫

（
総
務
部
長
）
／
大
森
常
市
（
市
民
生
活

部
長
）
／
武
田
國
嗣
（
上
下
水
道
部
長
）

／
山�
文
夫
（
議
会
事
務
局
長
）
／
中
井

川
和
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）
／
鹿
志

村
貢
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
／
佐

藤
隆
一
郎
（
上
下
水
道
部
次
長
兼
下
水
道

課
長
）
／
宮
本
一
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
／
樫
村
孝
之
（
総
務
部
瓜
連
支
所
長
）

／
和
地
一
行
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

副
参
事
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
／
稲
田

弘
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
副
参
事
兼

図
書
館
長
）
／
塩
野
美
枝
子
（
保
健
福
祉

部
こ
ど
も
課
額
田
保
育
所
長
）
／
青
山
ち

と
せ
（
市
民
生
活
部
市
民
課
課
長
補
佐
）

／
佐
藤
美
江
子
（
教
育
委
員
会
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
／
加
藤
豊
（
消
防
本

部
参
事
兼
東
消
防
署
長
）
／
飛
田
香
（
消

防
本
部
通
信
指
令
室
長
）

４
月
１
日
付

総
務
課
職
員
グ
ル
ー
プ　
�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
５
１
６

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



２２

善
行
青
少
年
を
表
彰
し
ま
し
た

高
品
質
で
お
い
し
い
米
づ
く
り

　

第　

回
茨
城
県
稲
作
共
進
会
に

５６

お
い
て
、
和
田
勝
一
さ
ん
（
瓜
連
）

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

奥
久
慈
う
ま
い
米
生
産
協
議
会

の
生
産
部
会
副
部
会
長
も
務
め
る

和
田
さ
ん
は
、
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル

米「
奥
久
慈
の
恵　

う
ま
か
っ
ぺ
」

を
生
産
し
、
食
味
値
に
応
じ
た
高

付
加
価
値
販
売
を
行
い
、
地
場
産

米
の
知
名
度
向
上
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
育
状
況
に
合
わ

せ
た
管
理
を
他
の
会
員
に
呼
び
か

け
る
な
ど
の
販
売
対
策
へ
の
取
り

組
み
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月　

日
か
ら
２
月　

日
ま
で

２７

１７

開
催
さ
れ
た
第　

回
中
村
杯
争
奪

３３

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
、
那
珂
Ｆ

Ｃ
と
那
珂
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
の

２
チ
ー
ム
が
と
も
に
中
央
地
区
予

選
（
１
次
・
２
次
リ
ー
グ
）
を
無

敗
で
勝
ち
上
が
り
県
大
会
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。  

　

那
珂
Ｆ
Ｃ
は
１
次
リ
ー
グ
で
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
ジ
ュ
ニ

オ
ー
ル
は
決
勝
リ
ー
グ
に
勝
ち
残

り
、
県
３
位
と
い
う
見
事
な
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。  

那
珂
�
�
�
年
生
が
大
舞
台
で
躍
動

夢
や
目
標
を
あ
き
ら
め
な
い
生
き
方

　

２
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

２３

ぽ
ー
る
で
、
男
女
共
同
参
画
啓
発

事
業
「 
男 
と 
女  
輝
い
て
生
き
る
講

ひ
と 

ひ
と

演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
辻
井
い
つ
子
氏
を
迎

え
、「
明
る
く
、
楽
し
く
、
そ
し
て

あ
き
ら
め
な
い
生
き
方
」
を
テ
ー

マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
息
子
で
あ

り
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
伸
行
氏
と
の
二

人
三
脚
の
日
々
や
辻
井
さ
ん
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
生
き
方
に
つ
い
て
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
講
演
会
は
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
、
平
成　

年
度
那
珂
市
「
善
行
青
少
年
健
全
育
成
の
つ
ど
い
」

２４

が
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
、
善
行
の
あ
っ
た
青
少
年
を
表

彰
し
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
・
学
年
は
３
月
末
現
在
）

【
温
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
】

○�
野
匠
（
菅
谷
小
６
年
）、
近
澤
香
澄
（
菅
谷

東
小
６
年
）、
笹
嶋
陸
（
五
台
小
６
年
）、
高
安

千
穂
（
瓜
連
小
５
年
）、
鐡
澤
一
（
那
珂
一
中
３

年
）、
今
橋
佳
瞭
（
那
珂
三
中
１
年
）、
神
長
瑠

華
（
同
２
年
）、
小
山
静
輝
（
那
珂
四
中
３
年
）、

鈴
木
佐
知
（
同
）、
引
田
紗
彩
乃
（
同
）、
千
葉

麻
帆
（
瓜
連
中
１
年
）、
高
畑
瑞
希
（
同
２
年
）、

小
林
真
穂
（
同
３
年
）

【
地
域
社
会
を
き
れ
い
に
す
る
行
動
】

○
会
沢
幸
希（
木
崎
小
６
年
）、
大
内
菜
摘（
同
）
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２
月
７
日
、
中
央
公
民
館
で

「
第
２
回
那
珂
市
中
学
生
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
中
学
校
５
校
の
代
表
生
徒

が
、
テ
ー
マ
「
店
員
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
た
あ
い
さ
つ
は
い
ら
な

い
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
肯
定
・

否
定
側
の
立
場
に
分
か
れ
展
開
し

ま
し
た
。
白
熱
し
た
こ
と
ば
の
バ

ト
ル
は
、
観
衆
を
圧
倒
す
る
も
の

で
し
た
。
終
了
後
は
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
那
珂
二
中
、
準
優
勝
は

那
珂
四
中
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
デ
ィ
ベ
�
ト
大
会

�
カ
ミ
ス
ガ
�
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
が
受
賞

　

２
月
９
日
、「
カ
ミ
ス
ガ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
代
表
菊
池
一
俊
さ

ん
）
が
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｒ

水
郡
線
の
上
菅
谷
駅
周
辺
に
「
カ

ミ
ス
ガ
」
と
い
う
新
し
い
街
を
作

る
こ
と
を
目
的
に
立
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
駅
前
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

実
施
、
短
編
映
画
の
撮
影
な
ど
に

取
り
組
み
、
広
域
的
な
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１０

ぽ
ー
る
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
民
活
動
団
体
や
自
治
組
織
の

取
り
組
み
な
ど
の
事
例
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
休
憩
を
入
れ
た

後
、
常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
学
部
の
井
上
繁
教
授
を
迎
え
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
松
崎
副
市
長
お
よ

び
事
例
発
表
を
行
っ
た
か
た
が
パ

ネ
リ
ス
ト
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
を
基
に
意
見
を
発
表
し
ま
し

た
。

魅
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て

静
古
徳
古
道
沿
い
市
有
林
の
間
伐

　

２
月　

日
、
平
成　

年
以
降
い

２５

２１

ば
ら
き
森
林
ク
ラ
ブ
が
進
め
て
き

た
ヒ
ノ
キ
林
の
間
伐
活
動
に
つ
い

て
、
関
係
者
に
現
地
説
明
会
兼
中

間
報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
活
動
は
平
成　

年
２３

度
か
ら
同
ク
ラ
ブ
那
珂
支
部
が
市

民
提
案
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
、
静
古
徳
古
道
沿
い
森
林
整
備

の
一
環
と
し
て
続
け
て
い
ま
す
。

協
定
面
積
約
２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

の　

％
を
間
伐
し
た
山
林
は
、
太

２０
陽
の
光
を
受
け
樹
木
の
成
育
が
促

さ
れ
ま
す
。
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２月１６日～３月１５日（敬称略）

野木　利三郎 １４，２００円
叶野　功 ２，０５４円
匿名 ５，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２９８－８８８１

�������	
����

　１月２３日、茨城県統計功労者表
彰式が開催され、統計調査にご尽
力された、本島輝久さん（後台）、
山�昭行さん（横堀）、大森幸雄さ
ん（杉）が、茨城県統計協会総裁
表彰を受賞しました。

�������	
�����

　３月５日、株式会社くすりのマ
ルト代表取締役安島力さんから
３００，０００円が那珂市に寄付されま
した。
　同社は、福祉・医療関係に役立
ててほしいとして寄付をされまし
た。

�������	
��

　２月８日、那珂市農業委員会
（会長吉原誠一さん）が「地域の
農地と担い手を守り活かす運動推
進大会」で茨城県農業会議から表
彰を受けました。
　この表彰は、那珂市農業委員会
の日頃の担い手対策の活動が評価
されたものです。

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７６５人

　（平成２５年２月末現在・

 前月比６７人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億４８万円

　（平成２５年２月・

 前月比１，６８９万円減）
※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

� 今月の納税  �

○介護保険料（普通徴収） １期

納期限：４月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ

�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

� 人の動き �
那珂市の人口（３月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，５５２人 （－２６）
　女　　　２８，４４３人 （－４）
　計　　　５５，９９５人 （－３０）
世帯数　　２１，４４５世帯　（＋１）

○出生　１３人
○死亡　４０人

（２月１日～２８日）

�������	
��

�������	

　３月２１日、ひたちなか農業協同
組合から交通安全帽子４９４個を寄
贈いただきました。
　通学する子どもたちの安全のた
めに役立ててほしいとしていただ
いたこの帽子は、新入学児童全員
に配布されました。
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

３日　塙内科消化器科 （後台）
 �２９５－２１１０
４日　小野瀬医院 （後台）
 �２９５－２２２１
５日　ののがき脳神経外科クリニック
　　　（中台） �３５２－０５５５
６日　那珂クリニック （中台）
 �２９５－９８００
１２日　小宅内科医院 （菅谷）
 �２９８－００５０
１９日　なかむら内科・
　　　泌尿器科クリニック （飯田）
 �３５３－２３１０
２６日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
 � ２９５－５３８６

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい 

５月の休日当番医

日時／５月１４日（火）１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／５月１日（水）、８日（水）、
　　１５日（水）、２２日（水）、
　　２９日（水）
９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（総合保健福祉

センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

心配ごと相談

法律相談
　家庭から出される燃えるごみは、美
観・清潔の維持および迅速な収集を行
うために、一度に出せるごみを少量に
限らせていただいています。
ごみ排出量の目安／指定袋５個まで
ごみ排出時間／収集当日の朝８時まで
指定袋の出し方／

必ず氏名をフルネームで記入してくだ
さい。
問い合わせ／

環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

ごみの出し方について

�������	
�
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　２月１９日、那珂市総合開発審議
会の福田会長、谷島副会長、浅川
副会長から海野市長に、総合計画
後期基本計画（案）に対する答申
書が手渡されました。
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■作り方
①かぼちゃ、にんじん、ほうれん草は、適当な大きさに切り、固めにゆ
でる。それぞれの材料のトッピング用を６個分用意する。（かぼちゃ・
にんじんは型抜き、ほうれん草は細かく切る）

②りんごは皮をむき、細かく角切りにして砂糖を適宜まぶし、電子レン
ジで２分加熱する。

③①の材料をそれぞれ牛乳と一緒にミキサーにかけ、三種類の生地を作る。
④ホットケーキミックス、溶かしバター、③の各材料をそれぞれさっくり
混ぜ合わせ、②のりんごを加えて型に流し、蒸し器で１８分～２０分蒸す。

⑤竹串をさして生地がついてこなければ完成です。型から出して６つに
切り分ける。

⑥器に盛り付け、型抜きしたそれぞれの材料をトッピングする。

■材料（６人分）
　かぼちゃ ………………… ２５ｇ
　にんじん ………………… ２５ｇ
　ほうれん草 ……………… ２０ｇ
　りんご(中玉） ………… ３／４個

（各１／４個）
　砂糖 ……………………… 適宜

牛乳　 ……………………… ２７０cc
（各９０cc）

バター ……………………… ５４ｇ
 （各１８ｇ）

ホットケーキミックス　 … ２２５ｇ
（各７５ｇ）

■１人分２６１kcal／塩分０．８ｇ

　２０１３年のＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」
は、福島県会津出身で、同志社英学校（後
の同志社大学）を創設した新島襄の妻と
なった八重の生涯を描いた作品です。こ
れに関する資料を１番書架に取り揃えて
います。
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　「北朝鮮」での２４年間を初めて綴った
迫真の手記！監視下の生活、洗脳教育
の真相など、感
涙のドキュメン
ト。人生・人権・
家族との絆ま
で脅かす「拉致
問題」、あなた
はどうとらえ
ますか…？

��������
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　スマートフォンアプリで大人気の
「なめこ」が、文学の世界で大活躍！
なめこたちが登場人物になりかわっ
て、名作文学を再現します。

����������

三種の野菜蒸しケ	キ
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■コメント
　それぞれの野菜の彩りがきれいで、美味しそ
うに仕上がります。簡単に出来て、やさしい口
当たりは、お年寄りにもおすすめです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（高齢食部会）

北野　曜子さん

�������	

��
May

慟哭の家 江上剛　著
九死一生 小手鞠るい　著
晩夏 今野敏　著
破邪の剣〈用心棒血戦記〉 鳥羽亮　著
蜂蜜秘密 小路幸也　著

������ �	
��

　こども図書館まつり
　期日：４月２９日（月）
　内容：おはなし会（幼児向け）
　　　　読み聞かせ（小学校低学年向け）
　　　　映画会（幼児向け）
　　　　わくわく理科教室

�������	
� 土金木水火月日
４３２１
１１１０９８７６５
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３１３０２９２８２７２６

休館日
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【川　柳】第８回那珂市文化祭川柳コーナー
　　　　　訪問者の投句優秀作品　那珂川柳会選

【短　歌】白鳥短歌会
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